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広
報

ああ……凶作。ワラにもすがりたい！

今
年
。
稲
は
皆
無
作
と
な
っ
た
。

種
籾

も
残
せ
な

い
。

も
ち
ろ

ん
食

べ
る
分
も
な

い
。
米

を
作

る
人
が

米
を
買

わ
な
け

れ
ば
い
け
な

い
と

は

、
実
に
悲
し

い
。

天

明
八

年
、
菅
江

真
澄
と

い
う

人

が
わ
が
村
を
歩

い
て
、
あ

る
集

落
を
「
卯
辰

の
飢
饉

に
、
漁

を
し

て
魚
さ
え

な
く
、
犬

を
料
理
し

た

り
馬
を
殺
し

て
食
っ

た
こ
ろ

、
住

む
人
も
死

に
た
え
、
家

々
も
焼
け

て
し
ま
っ

た
の
だ
と

い
う

」
と
書

い
て

い
る
。
天

明
の
飢
饉

で
は
、

全
国

で
九
十
万

の
人

々
が
な
く
な

っ
た
。
す

さ
ま
じ

い
光
景

が
目
に

浮
か
ん
で
く

る
。

今
は
流
通
機

構
や
保
険

が
発
達

し

た
の
で

、
往
時
の
よ
う

に
村

が

消
失
す
る

と
は
考
え
ら

れ
な

い
。

し

か
し

、
こ

の
村
で
か
つ
て

そ
の

上
う

な
こ

と
が
あ
っ
た

と
思
う

と

背
筋

が
寒
く
な

る
。

歴

史
は
、
何

を
教
え
て

い
る
の

だ
ろ
ヽ
つ
か
。

月
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靴
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片
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秋
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海

磯
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◆目的別に見た歳出

保育所………………70,451 千円

児童館…………………6,553 千円

◇ 衛　　 生　　 費

572,942 千 円(20.5%)

ふれあいｾﾝﾀｰ 建設‥…449,226 千 円

地区環境整備組合負担金････57,286 千 円

老 人保 健 事 業 … … …17,475 千 円

◇ 労　　 働　　 費

486 千 円(0 ．0％)

労働者協議会補助金………135 千円

◇ 農 林 水 産 業 費

230,303 千 円(8 ．2％)

団体営農道整備……20,197 千円

小規模排水…………11,497 千円

◇ 議　　 会　　 費

63,718 千 円(2.3%)

議員報酬……………35,324 千円

議員活動費……………7,028 千円

◇ 総　　 務　　 費

582,652 千 円(20.9%)

積立金(財調･減債等卜264,371 千円

交通安全対策…………2,984 千円

公立大学負担金………2,092 千円

参議院議員選挙………2,108 千円

◇ 民　　 生　　 費

224,851 千 円(8-1%)

地域福祉基金積立…44,000千円

老人福祉費…………39,078千円

平
成
四
年
度
決
算
は
、
九
月
定

例
村
議
会
に
提
出
さ
れ
、
九
月
十

日
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

普
通
会
計

二

般
会
計
と
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
）
に
お

い
て
前
年
度
決
算
ど
比
較
を
す
る

と
、
歳
入
で
十
八
・
七
％
、
歳
出

で
十
九
・
三
％
と
大
き
な
伸
び
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
よ
も

ぎ
温

泉
）
建
設
事
業
が
あ
り
ま
す
。

み
な

さ
ん

が
納

め
た
村
税
や

地

方
交
付
税

、
国

・
県

支
出
金

な
ど

が
、

ど
の
く
ら

い
入

り
、

ど
の
よ

う

な
形
で

支
出

さ
れ
て

い
る

か
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

※
自
治
省
調
査
資
料
に
基
づ
き
作

成
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
際
の
予

算
科
目
と
は
相
違
し
て
い
ま
す
。

広報よもぎた

締
め
て
二
十
七
億
九
千
二
百
二
十
六
万
円

平
成
四
年
度
決
算
認
定
さ
れ
る
。

村民１人からいただいた村税(総額42,963 円) の状況

村 民 税

一 一

法　人　税

芟

1,231円

固定資産税

兪

石ここ

21,134円

軽自動車税

4 刄

1,033円

村たばこ税

湍

3,885円

※平成5年3月31日

現在人口
3,991人で算出｜

區
15,680円

平成４年度決算認定から●2

普
通
会
計
歳
出



広報よもぎた

●入ったお金

依　存　財　瀑 自　主　財　瀑

抖　　　　　 目 金　　　額 構成比 科　　　　　目 金　　 額 構成比

地 方 譲 与 税
モ円

46,369
％

1.6 地　　方　　税 千円
171,464

％
6.0

利子割 交付 金 5,107 0.2 分担金及び負担金 4,814 0.2

自動車取得税則行 24,503 0.9 使　　 用　　 料 37,657 1.3

地 方 交 付 金 1,366,622 48.0 手　　数　　料 1,641 0.1

ｕ 鉗 鵑 剴絞殷 1,822 0.1 財　 産　 収　 入 33,683 1.2

国 庫 支 出 金 133,866 4.7 繰　　 入　　 金 259,346 9.1

県　支　出　金 105,553 3.7 繰　　 越　　 金 20,271 0.7

村　　　　　債 596,600 20.9 諸　　 収　　 入 38,464 1.3

小　　　　　計 2,280,442 80.1 小　　　　　計 567,340 19.9

歳入合計　2,847,782 千円

小 学 校 費 … … … … …48,973 千 円

中 学 校 費 … … … … …24,496 千 円

幼 稚 園 費 … … … … …18,161 千 円

玉松台スポーツガーデン…116,668 千 円

教員住宅建設償還金… …8,465 千 円

学 校 給 食 費 … … … …55,547 千 円

◇ 災 害 復 旧 費

103,187 千 円(3.7%)

農 地 等 災 害 復 旧 … …34,955 千 円

河 川 災害 復 旧 … … …68,232 千 円

◇ 公　　 債　　 費

187,599 千 円(6.7%)

元金…………………107,930 千円

利子…………………77,679 千円

一時借入金利子………1,990 千円

●出たお金

区　　　　　分 決　算　額 構成比(％) 前年度と比較増減(％)

義　務　的　経　費

人　　 件　　 費

扶　　 助　　　費

公　　 債　　　費

896,301

679,947

28,755

187,577

32.0

24.3

1.0

6.7

7.7

6.6

25.3

9.3

投　資　的　経　費

１　普通建設事業費

補助事業

単独事業

２　災害復旧事業費

補助事業

単独事業

1,085,264

982,077

163,449

818,628

103,187

98,268

4,919

38.9

35.2

5.9

29.3

3.7

3.5

0.2

51.8

58.1

△17.1

93.0

9.8

13.0

△29.7

そ　　　 の　　　 他ヽ

物　　 件　　 費

却 持 補 修 費

補　 釛　 費　 等

績　　 立　　 金

投資出資 貸付金

繰　　 出　　 金

810,691

221,234

27,378

174,739

311,798

3,25b

72,084

29.1

7.9

1.0

6.3

11.2

0.1

2.6

2.3

16.5

01

8.8

11.4

△92.7

△16.8

合　　　　　計 2,792,256 100 19.3

中 沢 川 改 修 … … … …10,313 千 円

玉松カントリーパーク…89,816 千 円

玉松地区排水路工事…･･43,143 千 円

村 道 維 持 補 修 … … …10,639 千 円

板 木 沢 川 排 水 工 事 …･8,465 千 円

除 排 雪 経 費 … … … …11,031 千 円

公 営 住 宅 改 修 工 事 …･7,926 千 円

◇ 消　　 防　　 費

86,982 千 円(3.1%)

ポ ン プ 自 動 車 購 入 …14,526 千 円

コミュニティセンター建設…7,713 千 円

広 域 消 防 負 担 金 … …45,539 千 円

◇ 教　　 育　　 費

404,588 千 円(14.5%)

ス クー ル バ ス 購 入…13,549 千 円

か ん が い 排 水 … … ……9,660 千 円

農 免 農 道( 蓬 田) … …13,647 千 円

中沢･長科 農道新 設…･･9,106 千 円

牛 購 入 … … … … … ……2,552 千 円

牧 場 避 難 舎 改 修 … ……2,058 千 円

分 収 造 林 事 業 … … ……9,512 千 円

漁港改修(蓬田･瀬辺地)…･･14,013 千 円

◇ 商･　　 工　　 費

9,882 千 円(0.4%)

商 工 会 補 助 … … … … ……800 千 円

村 お こ し 補 助 … … … ……300 千 円

観光 協 会 補 助 … … ……2,200 千 円

◇ 土　　 木　　 費

325*066 千 円(11.6%)

小 学 校 線 道 路 改 良 …61,574 千 円

村民１人に使われた村のお金(総額699,638円)の状況

綛 務 費

氏釐

145,99罔

民 生 費

答

5卵40円

衛　生　費

兮 、鴇

1亀55 涓

竍且頴

谷

5VO胴

上 木 費

雪

8以印円

教 育 費

&

四万[月

公 債 費

齎

払00m

議会費　15,965円

労働費　　122 円

商工費　2,476 円

消防費　21,794円

災害復旧費

25,855円

3 ●平成４年度決算認定から



○国民健康保険特別会計

加入者からいただいた国保税

一世帯当たり　　　199,974円

一 人当 た り　　　68,225円

・平成４年度

国保税収入額

124,511千円

加入者に支払った医療費

一世帯当たり　　　291,951円

一 人当 た り　　　92,853円

・平成４年度

医療費支払額

213,280千円

※平成５年３月31日現在

・加入世帯　　624 世帯

・加入者数　1,829 人

老人保健特別会計収支決算

その他27,370 千円(8.6%)

国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

○老人保健特別会計

収
支

医療受給者に支払った医療費

・平成４年度

医療費支払額

297,484 千円

奈平成５年３月31 日現在

・加入者数　　　　492 人

平成４年度決算認定から● 4

広報よもぎた

一 人当 た り　　604,642 円



火
災
か
発
生
し
た
ら
！

十
月

十
日
（
日

）
村

消
防
団
（
吉

田
初
男
団
長

）
の
秋
季

火
防
演
習

が
「

高

根
八

幡

宮

付

近

で

火

災

発
生
」

の
想
定
で
実
施

さ
れ
ま
し

た
。訓

練

は

、

午

前

八

時

三

十

分

の
サ
イ

レ
ン
を
合
図

に
各
分
団
か

ら
ポ

ン
プ
自
動
車

が
出
動
し

ま
し

た
。付

近

の
住
民

が
見
守

る
な
か
団

員
は

ポ
ン
プ
車

を
誘
導

、
ホ
ー
ス

管
の
中
継

か
ら
放
水
、
伝
令

と
、

秋
季
火
防
演
習

実
践
さ
な

が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃

か
ら

の
訓

練

が
遺
憾
な

く
発

揮
さ
れ
、

火
災

は
短
時
間
で

鎮
火

し

ま
し

た
。

演
習
終
了

後
は
蓬
田
観
光

バ
ス

車

庫
前
で
検
閲

、
分
列
行

進
が
行

わ
れ
、
そ

の
後
、
高
田
重
義
副
団

長

が
「
誘
導

、
伝
達
は
迅
速
的

確

で
あ

り
、
機

械
も
良
く

整
備
さ
れ
、

ま

た
分
列

行
進

も
立
派
で
あ
っ
た
、

よ

っ
て
今
日

の
訓

練
は
良
好
で
あ

る
」
と
講
評

を
述

べ
ま
し
た
。

続

い
て

、
吉
田
初

男
団

長
よ
り

「
秋

の

火
災
予

防
週
間

が
初
ま

る
が
、

今
年

は
前
例
の
な

い
冷
害
、
出
稼

ぎ
の
期
間
中

の
火
災

予
防
を
呼

び

掛
け
な

が
ら
分
団

を
巡

回
し
有
事

の
際
は
訓
練
を
生

か
し

的
確
に
対

処
し

て
ほ
し

い
」

と
訓
示

が
あ
り

ま
し

た
。
続

い
て
八

戸
良
次
郎
村

長

が

「

今

年

度

コ

ミ

ュ

ニ
テ

ィ

消
防

セ
ン
タ
ー
を
長

抖
、
阿
弥

陀

川

、
郷
沢
に
建
設
し

ま
す
。
歴
史

と

伝
統
の
我

が
村

消
防
団
の
益

々

の
発
展

を
祈
念
し
ま
す

」
と
。
ま

た

、
蟹
田

警
察
署
長

（
代
理

）
が

「
災

害
は
忘

れ
た
こ

ろ
に
や
っ
て

来

る
と
言
い
止
す

が
、
本
日
の
見

事
な
訓
練

を
拝
見
し

安
心
し
ま
し

た
」

と
挨

拶
を
述

べ
ま
し

た
。

そ

の
後
、
ポ

ン
プ
車
八

台

が
中

沢

か
ら

高
根
ま
で

パ
レ
ー
ド
を
行

い
秋

の
火
災

予
防
を
呼

び
掛
け
ま

し

た
。

小学校でも避難訓練！

九
月
二

十
一
日
（
火

）

蓬

田
小
学
校

で
は
今
年

度
二

回
目

の
避
難
訓
練

を
行

い
ま
し

た
。

訓
練
は

「
休
息
時

、

家
庭
科
室
よ
り

火
災

が

発
生
し
、
延

焼
お
よ

び

校
内
に
有

毒

ガ
ス

が
充

満

の
お
そ

れ
あ

り
」

の

想

定
で
、
午
前

十
時
二

十
分
、
「
火
災
発
生
」
の

校
内

放
送
で
児
童

は
、

白
と
赤

の
発
煙

筒
の
煙
り

が
立
ち

込
め
る
中

、
（

ン
カ
チ
で

囗
を
押

さ
え
、「

お
は
し

」
の
三
原

則
（

お

さ
な

い
、

は
し

ら
な

い
、
し

ゃ

べ

ら

な

い
）
を

守
り
落
ち
着

い
て
避

難
し

ま
し

た
。

グ
ラ

ン
ド

に
集
合

し

た
児

童
は
す
ぐ

に
人
数

を
確
認

し
中
島

聰
校
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

訓

練
終
了

後
は
、
中
村

修
先

生

か
ら
火
災
体

験
の
話
と

、
束

一
雄

教
頭

か
ら
、
訓

練
の
講
評

か
お

り

ま
し
た
。

こ
の
後
、
蟹
田
消
防
署
員
が
立

ち
会
う
中
、
各
先
生
が
消
化
器
を

使
っ
た
模
擬
消
化
活
動
と
、
校
舎

内
消
火
栓
を
使
っ
た
放
水
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。



健康な身体と交通安全

村子ども会交通安全球技大会

九
月

十
九
日

（
日
匸

逢
田
村
子

ど
も
会
連
合
会
（
会
長
吉

崎
貴
宏

）

主

催
の
交
通

安
全
球
技
大
会

が
蓬

田
村

農
業
者
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
セ

ン

タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当

日
は
約
二
百
五

十
名

の
子

ど

も
だ
ち

と
育
成

者

が
参
加
し

蟹
田

警
察
署
の
交
通

安
全
講
話

の
後
、

各
地
域
対
抗

で
熱
戦

が
繰
り

広
げ

ら
れ
ま
し

た
。

○

ド
ッ
チ

ボ
ー
ル

一
位
、

広
瀬

二

位

、
郷
沢

三

位

、
中

沢

○

ミ

ニ
ソ

フ
ト

バ
レ
ー

ボ
ー

ル

一
位

、
阿
弥
陀
川

二
位

、
瀬
辺
地

三
位

、
蓬
田

○

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル

一
位

、
阿
弥

陀
川

二
位

、
中
沢

三

位
、
蓬
田

交
通

安
全
標
語

○

み
ん
な
で
守

ろ
う

交
通

ル
ー
ル

中

沢

子

ど

も

会

○

自
転
車
の
二
人
の
り
は
や
め
よ
う

長

科

子

ど

も

会

○

交
通

ル
ー
ル
み
ん

な
で
守
っ
て

事
故
な
く
せ

阿
弥
陀
川
子
ど
も
会

○

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転

蓬

田

子

ど

も

会

○

老
人
と
子

供
を
交
通

事
故

か
ら

守
ろ
う
　
　

郷

沢

子

ど

も

会

○

自
転
車
も

ル
ー

ル
を
守

っ
て
安

全
運
転
　
　

瀬
辺

地
子

ど
も
会

○

と
び
だ
す
な
止
ま
っ
て
確
認
右
左

広

瀬

子

ど

も

会

○
あ
わ
て

ず
急

が
ず

安
全
運
転

高

根

子

ど

も

会

よ
も
ぎ
温
泉
に

十
月
八

日
（
金

）
、
青
森
銀
行

白

戸
良
一

蟹
田
支
店
長

が
、
よ

も
ぎ

温
泉

を
訪
れ
花
二

十
鉢
を
寄

贈
し

ま
し

た
。

こ

の
花
は
、
青

森
銀
行
創

立
五

十
周

年
を
記

念
し

、
県
内

の
各
支

店

が

ご
化
い
っ

ぱ
い
運
動

”
と
し

て
取
り

組
ん

だ
も
の
で
、

贈
ら
れ

た
野

ボ
タ

ン
、
木

立

ベ
ゴ
ニ
ア

、

ピ
タ
ー
ソ

ン
、

バ
ラ

、
浜
菊
他

数

種
類

の
花
は

、
さ
っ
そ
く

ロ

ビ
ー

の
カ
ウ

ン
タ
ー
に
飾
ら

れ
、
訪
れ

る
お
客
様

の
目

を
和
ま
せ
て

い
ま

し

た
。

あ

り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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自転車競技大会で優勝！

九
月
二

十
八
日
（
火

）
、
蟹
田
町

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

駐
車

場

に
お
い
て
、
第
五

回
高
齢
者

自
転

車

競
技
会

が
開

催
さ
れ
、
蓬
田

村

か
ら
は
、
三
団

体
、
十
名

が
参
加

し

、
団
体

の
部

で
優
勝
、

個
人
の

部
二

位

と
三

位
に
入
賞
す

る
な

ど

大

健
闘

し
ま
し

た
。

主
催
の
蟹
田

地
区

交
通

安
全
協

会

は
、
自

転
車
競
技
を
通
じ

て
、

高
齢
者

の
交

通
安
全
知
識

の
向
上

と
交
通

安
全
思

想
の
高
揚
を
図
り
、

正
し

い
交
通

ル
ー

ル
と
交

通

マ
ナ

１

、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

の

徹
底

を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開

催

し
て

い
ま
す
。

競
技
は
午
後
一
時
三

十
分

か
ら

行

わ
れ
、
選
手
（
六
十
五
才
以

上

）

は

、

ス
ラ

ロ
ー
ム
走
行
、
狭

路
走

行

を
は
じ
め

、
六
つ
の
審
査
項

目

で

構
成
さ

れ
た
コ
ー

ス
に
挑

み
ま

し

た
。

結
果
は
、
団

体
の
部
で
参

加
し

た
中

沢
Ｂ
チ

ー

ム

つ
二
上

雄
一
さ

ん
、
坂
本
毅

さ
ん
、
藤
田

賢
三

郎

さ
ん

）
が
み

ご
と
優
勝

、
個
人
の

部
で

は
二

位
に
坂
本
三

千
雄

（
中

沢

）
さ
ん
、
三
位

に
藤
田
賢
三

郎

（
中

沢

）
さ
ん

が
入
賞
し

ま
し
た
。

花
寄
贈
！



楽
し
い
中
間
た
ち

傘
松
川
柳
同
好
会

本

誌
川
柳
北
緯
四

十
一
度
や
東

奥
日
報

夕
刊
世
相

川
柳
、
村
民
祭

川
柳

コ
ー
ナ

ー
で

お
な
じ
み
傘
松

川
柳
同

好
会
の
例
会

の
様
子
を
取

材
し
ま
し

た
。

設

立
に
つ

い
て

佐
々
木
順
一
会

長
は

、「
平

成
元
年

に
前
会
長

の
工

藤
正
一
　（
中
沢

、
雅
号
、
帆

コ

さ
ん

の
、
帆
一
百

選
句
集
完
成

を

祝
う
席

で
、『
た
だ
酒

を
飲
ん
で

い

る

だ
け

で
は

お
も
し

ろ
く
な

い
、

み
ん
な
で

川
柳
を
作
っ
て

み
よ
う

か
』

が
、
き
っ
か
け
で
始

ま
り
ま

し

た
」

と
話
し

て
く

れ
ま
し

た
。

平

成
元

年
九
月

か
ら
始
ま
っ
た

例
会
は

今
回
で
二
十
回
目
。

会
員

も
二
十
七

名
と
膨

れ
上

が
り
、
村

内
は
も

と
よ
り
、
遠
く

は
平

館
村

か
ら
高

坂
勝
子
（
雅
号

、
花
田
咲

子

）
さ
ん
、
福
井
文
明

さ
ん
も
会

員
と
し
て
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

会
場

の
中

沢
老
人

の
家

に
は
、

午
後
七
時

か
ら
の
例
会

開
始
に
も

か
か

わ
ら
ず
三

十
分
前

に
は
、
殆

ん

ど
の
会
員

が
集
合
し

、
例
会
を

楽
し
み

に
し

て

い
る

の
が
分
か
り

ま
す
。

は

た
し

て
川
柳
の
例
会

と
は

ど

の
よ
う

に
し

て
行
う

の
か
。

句
を

作
っ
て
そ

れ
か
ら
何

を
す

る
の

だ

ろ
う
。

そ
ん
な
疑
問

と
興

味
を
抱

い
て

い
ま
し

た
。
ま
ず

は
…

宿
題

が
あ
る

宿
題

は
「
駅
」

と
「
耳

」
で
、

会
員
は
前

も
っ
て
事

務
局

に
提
出

し

、
作
品

は
会
場

の
壁
に
模
造

紙

に
書

か
れ
貼
ら
れ
て

い
る
。

で
も

・

騒
音

を

・

駅
弁

の

・
花

鉢

が

・

ち
っ

ち

ゃ
な
駅

残
し
て
止
ま
ら
ぬ

味
を
楽
し
む

水
ほ
し
が
っ
て
る

大
き
な
夢
抱
く

無

人
駅

旅

に
発

つ

無

人
駅

子

等
が
発

つ
作

者
名
は
書

か
れ
て
い
な

い
。
会

場

に
入
る

と
誰

も

が
作
品
に
注
目

し

て

い
る
。

会
場
で
一

句
作
る

今
日
の
句
題

は
「
月

」
で
会
場

に
来

了

言
い
渡

さ
れ
る
。
壁

に
貼

ら
れ
て

い
る
宿

題
の
作
品
を

観
賞

し

、
談

笑
し
な

が
ら
も
十
五
分

も

す

る
と
、
一
句

を
作
り
提
出
す

る
。

さ
す

が
に
作
り

慣
れ
て

い
る
。

句
の
観
賞

今
日
の
句
題

「
月

」
の
作

品

が

壁
に
貼
ら

れ
る
と
、
事
務
局

が
会

費
で

準
備
し

た
飲
み

物
や
、
会
員

が
持
ち
寄
っ

た
食

べ
物

が
テ

ー
ブ

ル
上
に
広

げ
ら
れ
る
。
作
者

名

が

入

っ
て

い
な

い
作
品
を
観
賞
し

な

が
ら
、
あ

の
句
が

い
い
、
そ

の
句

は
誰

々
の
句
で
な

い
か
？

（
例
え

ば
、
兵

隊
が
入

っ
て

い
る
か
ら
何

久
　
子

重
　
彦

節
　
子

藤
　
久

・

オ
ド
は
駅

・

そ

れ

ぞ
れ
の

・

急
ぐ

足

・

米

取
れ

ず

屈託のない笑顔

々
さ
ん
だ
と
か
、
酒

に
つ

い
て
詠

ん
で

い
る
か
ら
誰

々
さ
ん
と

か
い

う

ふ
う

に
）
。

優
秀

作
品
を
選

ぶ

各

自
に
は
作
品

ご
と
に
二
票

の

持
票

か
お

り
、
自
分
以

外
の
作
品

に
投
票
す

る
。
や

が
て
各
作
品

に

得
票

数
が
記

入

さ
れ
て

い
く
。

さ

す

が
に
み
ん
な

が
緊
張

し

た
面

持

ち
で
見

つ
め
て

い
る
。

優
秀
作

品

が
決
ま
る
と
「
や

っ

ぱ
り
あ

の
句

、

選

ば
れ
た
な
」
等

の
感
嘆
の
声
。

ま

だ
作

者
は
分

か
ら
な

い
。

い
よ

い
よ
、
作

品
に
作
者
名

が

記
入

さ
れ
て

い
く
。
予
想
し

て

い

る
人

と
違
う

と
会
場
か
ら
驚
き
や
、

歓

声
が
沸
き
上

が
る
。

こ
の
日
の
優

秀
賞
に
選

ば
れ
た

の
は
、
坂
本
勝
子

さ
ん
、

次
点
に

工

藤
俊
久
さ
ん
。
二

人
に

は
会
員

の
沢
田

年
策

さ
ん

が
丹
精
こ

め
て

作
り
上

げ
た
色

紙
大
の
額

縁
が
贈

ら

れ
ま
し
た
。

講
評
と
指
導

前

会
長
の
工

藤
正

一

さ
ん
が
作

品

一
つ
一
つ

に
講
評
を
加
え

な

が

ら

、
字
句
や
漢
字

が
本
来
持

っ
て

い
る
意
味
な
ど
を
説
明
し
て
い
く
。

す

る
と
、
作
者

が
表
現
し

た
か
っ

た
事
と
、
読
み
手

側
の

と
ら

え
方

に
隔

た
り

が
出
て

き
た
り
す

る
。

娘
飛
行

場

喜
怒
哀

楽

を

駅

は
暮

ら
し

の

乂

が

旅
立

つ

見

送

ら
れ

見

て

る
駅

文

差
点

村
の

駅

こ
の
場
合

は
、
作
者

側
の
ミ

ス
と

い
う
こ

と
で
み
ん

な
で
適
切
な
言

葉
を

考
え

て
み

る
。

と

い
う

ふ
う

に
進

め
ら
れ
ま
し

た
。

「

い
ろ
ん
な
事

（
趣
味

）
を
や

っ

て

い

る

が

、

川

柳

作

っ

て

こ

う
し
て
集

ま
る

の
が
一
番

い
い
ん

だ
、

紙
と
書
く

も
の
あ
れ

ば
い
い

も
の
」

と
坂
本
増

吉
さ
ん

が
笑
顔

で
話
し

ま
し

た
。

と
に
か
く
大

き
な
笑

い
声

が
絶

え
な

い
。

ど
う
し

て
こ
ん
な

に
、

み
ん

な

が
、
世
代

を
越
え
て
楽
し

め

る
の
だ
ろ
う
。

川
柳
は
人

を
表

現
し
て

い
る

か
ら
か
。
表
現
す

る

こ

と
に
よ
っ
て
会

員
そ

れ
ぞ
れ
の

考
え
方

や
歩

ん
で
来
た
道

、
喜
怒

哀
楽

、
社
会

問
題
、
嫁
姑

、
親
子

、

い
ろ

ん
な
事
で
心

の
疎
通

が
図

ら

れ
て
い
る
か

ら
か
。

傘
松
川
柳

同
好
会
は
屈

託
の
な
い
心

の
通
っ
た
仲

間
の
集
い
。

一
度
尋
ね
て

見
て
は
い
か

が
で
す
か
。

い
つ
子

絹
　
枝

お
　
富

勝
　

子

初
め
て

見
た

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

草
刈
り
機
械
で
稲
刈
り
と
は



広報よもぎた

脳
卒
中
は

頭
の
中
の
血
管
が
破
れ
た
り
、
つ
ま
っ

た
り
し
て
起
こ
る
病
気
が
脳
卒
中
で
す
。

以
前
は
、
早
死
に
す
る
病
気
と
し
て
恐
れ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
若
い

人
を
中
心
に
脳
卒
中
で
亡
く
な
る
人
が
急

激
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
脳
卒
中
に
か
か
っ
て
も
、

死
な
な
い
か
わ
り
に
、
「
寝
た
き
り
」
に

な
っ
た
り
、
「
ボ
ケ
」
て
し
ま
っ
た
り
す

る
人
が
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

寝
た
き
り
や
ボ
ヶ
の
原
因
で
最
も
多
い
の

が
脳
卒
中
で
す
。
蓬
田
村
の
場
合
も
そ
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
の
多

い
蓬
田
村
で
は
、
寝
た
き
り
や
ボ
ヶ
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
若
い
頃
か
ら
、
好
ま
し
い

生
活
習
慣
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
脳
卒

中
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事

な
こ
と
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
死
ぬ
人
が

減
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
脳
卒
中
は
、
ま

だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
病
気
な
の
で
す
。

寒
さ
が

血
圧
の
上
昇
を
招
く

こ
の
脳
卒
中
は
、
血
圧
の
高
い
人
が
か

か
り
や
す
い
病
気
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
頃
は
血
圧
が
高

く
な
く
て
で
も
、
脳
の
血
管
が
つ
ま
る
脳

梗
塞
型
の
脳
卒
中
も
増
え
て
い
ま
す
。
偏

っ
た
食
事
や
重
労
働
等
の
い
ろ
い
ろ
な
事

が
原
因
で
お
こ
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
、
一

股
的
に
血
圧
の
高
い
人
は
悩
卒
中
に
か
か

る
危
険

性
が
高

い
た
め
、
よ
り
注

意

が
必
要

で
す
。

血
圧

は
季
節
に
よ

っ
て
変
化
し

ま
す
。

春
か
ら
夏

に
か
け

て
下

が

り

、
秋
か
ら
冬
に

か
け

て
上

が
っ

て
く

る
の
で
す
。

暖
か

い
と

か
ら

だ
の
血
管
は
広

が
っ
て
太
く
な
り
、

寒

い
と
縮
ん
で
細
く

な
り
ま
す
。

血
管

か
細
く
な

る
と
血
液

が
流

れ

に
く

く
な
る
の
で

、
血
液
を

か
ら

だ
全
体
に
い
き
わ
た
ら
せ
る
た
め
に

は
大
き
な
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
よ
う

に
し

て

、
寒
く
な

る

と
血
圧

は
上

が
っ
て
く
る
の
で
す
。

寒

さ
に
よ
る

血
圧

の
上

が
り

方

を

も
う

少
し
詳
し

く
み
る
と

、
若

い
大
よ
り
も

お
年
寄
り

の
方

が
大

き

く
な
っ
て

い
ま

す
。
そ
し

て
血

圧

が
正

常
の
大
よ
り

も
、

血
圧

の

高

い
人
の
方

が
大

き

い
の
で
す

。

脳
卒
中
は

寒
い
地
方
に

お

ご
り
や
す
い

血
圧

が
高

い
と
脳
卒
中

に
か
か

り

や
す

い
。
寒

く
な
る

と
血
圧

が

高

く
な
る
。
こ

の
よ
う
な

こ
と

が

影

響
し

て
、

脳
卒
中
は
冬

の
寒

い

時

期
に
多
く
発

生
し
ま
す
。
ま
た
、

暖
か
い
地
方
よ
り

も
寒

い
地
方
に

多

く
み
ら

れ
ま
す

。
そ
し
て

、
同

じ

寒

い
地
方

で
も
、
海

に
面
し

て

い
る
と
こ

ろ
よ

り
山
間
部

の
方

が

多

く
な
っ
て

い
ま
す
。
太
平

洋
側

で
も
日
本

海
側
で
も
そ
う
で
す

が
、

山
あ
い
の
と
こ
ろ
よ
り
は
、
海
に

近
い
と
こ
ろ
の
方
が
気
候
が
温
暖

な
た
め
で
し
ょ
う
。
冬
の
気
温
か

低
く
て
寒
い
、
雪
が
多
く
根
雪
の

期
間
が
長
い
、
日
照
時
間
が
短
い

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
脳
卒
中
が

多
い
の
で
す
。

と
こ
ろ

が
。
日

本
で
は
最

も
寒

い
は
ず
の
北
海

道
で
は
脳
卒
中

が

少

な
い
の
で
す
。

そ
れ
は

、
暖
房

の
方
法

や
家

の
中

を
暖
か
く

保
つ

た
め
の
工

夫

が
さ
れ
て

い
て

、
冬

を

暖
か
く
過

ご
す

こ
と

が
で

き
る

か
ら
と
考
え
ら

れ
て

い
ま
す
。

ま

た
、
最
近

で
は
、
北

海
道
以

外

の
寒

い
地
方

で
も
人
口

の
多

い

都
市

部
を
中
心

に
冬

の
脳
卒
中

が

減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

、

脳
卒
中
の
季

節
に
よ
る
差

が
少
な

く

な
っ
て
き
て

い
る
の
で
す

。
こ

れ
も
、
暖
房

設
備

が
よ

く
な
っ
て

き
た
こ

と
、
住
宅
の

保
温

か
よ
く

な
っ
て

き
た
こ
と
な

ど
が
影
響
し

て

い
る
と
考
え
ら

れ
て

い
ま
す
。

長
生

き
す
る
た

め
、
「
寝

た
き

り
」

に
な
ら
な

い
た
め
、
そ
し
て

「

ボ
ヶ

」
な

い
た
め
に
、
冬
を

暖

か
く
暮

ら
す
工
夫

が
い
か
に
大

切

か

が
お
わ
か
り

い
た
だ
け

た
で
し

ょ
う

か
？

お
年
寄
り

の
い
る
家
庭
、

血
圧

の
高

い
人

が
い
る
家
庭
で
は
、

暖

か
く
暮
ら
す
工

夫

が
と
く

に
大

切
で
す

。

脳 卒 中 の お も な 種 類

保健コーナー●8

寒冷地の“強敵”脳卒中
№

1 ″
寝
た
き
り
″
や

″
ボ
ヶ
″
の

最
大
の
原
因

な
ぜ
北
海
道
で
は

脳
卒
中
が

少
な
い
の
か

来
月
号
は
、
脳
卒
中
に
か
か
ら

な
い
た
め
の
、
「
1
0ヶ
条
」
を

の
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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みんなて出そう“自慢の漬物”

第２回あなたのまちの漬物大集合！

応　募　資　格……ブノレーロード地域（青森市と東津軽郡

６町村）に住んでいる人、又はクルー

プ。

出　品　点　数……坩|」限はありません。

出　　品　　量……１品目当たり1kg ～2kg くらいが目安

です。

材 料・作 り 方……特に制限はありません。

応　募　方　法…･･･応募１品目ごとに出品票１枚が必要で

卜　 す。出品票は下記応募先へ郵送または

持参して下さい。

なお、応募作品は、原則的に審査当

日、会場への持ち込みになります。

※出品票は、後日回覧します。

応　募　締　切……平成５年12月10日吻まで。

問合せ・応募先‥‥‥‥ 青森地域広域事務組合　広域振興室

地域振興係「青森市役所内」

00177  (34) 1111内線532

・蓬田村役場　企画課

容0174  (27) 2111内線237

日　　　　　時……平成６年１月16日間

審　査　会　場……青森市文化会館４階中会議室他

賞　　　……最優秀賞（ｲ云来・新作）、奨励賞他

そ　　の　　他……当日、同会場において各種の漬物イベ

ントが開催されますので、是非、一般

見学の方々のご参加をお待ちしており

ます。

9 ●広域事務組合ブルーロードから

昨
年
に
引
き
続
き
、
あ
な
た
の
漬
物
を
募
集
し
ま
す
。

伝
来
的
な
漬
物
、
新
作
の
漬
物
の
二
部
門
で
「
こ
れ
ぞ

漬
物
」
と
い
う
自
慢
の
味
を
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

選
ば
れ
た
優
秀
作
品
は
、

〃
地
域
の
味
”
と
し
て
ブ
ル

ー
ロ
ー
ド
が
商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。

あ
な
た
の
漬
物
を
商
品
に
！
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冷
害
等
の
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
税
務
署
に
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
税
の
納
税
の
猶
予
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
税
の
猶
予
を
申
請
し
ま
す
と
、
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
税
金
は
、
一
年
以
内
の
期
間
で
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納

税

の

猶

予

の

手

続

き

等

に

つ

い

て

、

お

わ

か

り

に

な

ら

な

い

方

は

、

お

早

め

に

当

署

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

青

森

税

務

署

青

森
市
本

町

一
－

六
－

五

｛
一一
〇
一

七
七
－

七

六
－

四

二
四

一

早
い
も
の
で
、
今
年
も
年
賀
葉
書
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

種
類
は
、
四
十
一
円
（
無
地
）
と
四
十
六
円
（
絵
入
り
）
が
三

種
類
と
な
っ
て
お
り
、
十
一
月
一
日
（
月
）
か
ら
発
売
中
で
す

の
で
、
お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

交
付
申
請
を
受
付
し

ま
す
。

青
森
県

税
事
務
所

で
は
、
平

成

六

年
度

分
の
農
業
用
免

税
軽
油
の

免
税
証
等

交
付
申

請
を
受

付
し
ま

す
。受

付

期
間

は
、
平
成
五

年
十
二

月
十
五
日

か
ら
十
二
月

十
七
日
、

午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
、

青
森
市
長
島
二
丁
目
十
九
番
一
号
、

東
京
海
上

ビ
ル
五
階
青

森
県
税
事

務
所
で
受
付
し

ま
す
。

な

お
、
交
付
申
請
手

続
き

が
受

付
期
間
よ
り

遅
れ
ま
す

と
、
免
税

証
の
交
付

も
遅
れ

る
こ

と
と
な
り

ま
す

の
で

、
受
付
期
間

は
必
ず
守

っ
て
く

だ
さ

い
。

「

一
日

技
能

教
室
」

免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申
請
書

免
税
軽
油
使
用
者
証

共
同
交
付
申
請
書

免
税
証
交
付
申
請
書

計馨
耕
作
証
明
書

一
農
業
委
員
会
発
行
Ｗ

靉

笛

計雷

軽
油
使
用
明
細
書

軽
油
納
品
書

使
用
機
械
譲
渡
証
明
書

組
合
員
名
簿

八
全
員
の
押
印

が
必
要
心

組
合
定
款

規
約

総
会
の
議
事
録
謄
本

県
税
証
明
等
原
簿

ら
県
収
入
証
紙
４
０
０
円－

免
税
軽
油
使
用
者
証

八
前
年
以
降
交
付
心

返
信
用
封
筒

八
３
１
２
円
切
手
添
付
Ｗ

押
印

提

● 出
印書
の類

も
の
が
必
要
で
す

区

分

● ● ● ● ● ● ● ● 新規
個

人

● ● ● ● ● ● 継続

● ● ● ● ● ● ● ● 更新

● ● ● ● ● ● ● ● 新規 共
同
申
請

● ● ● ● ● ● 継続

● ● ● ● ● ● ● ● 更新

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 新規
防
除
組
合
等

● ● ● ● ● ● ● ● ● 継続

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 更新

○

場

所
／

県

立

青

森

高

等

技

術

専

門

校

（

青

森

市

野

尻

字

今

田

四

十
三
－

匸

○

日

時

／

十

一
月

十

八

日

（
木

）

十

時

～

十

二

時

○

コ

ー

ス
ノ

蛇

口

修

理

・

エ

プ

ロ

ン

製

作

・
竹

垣

製

作

・
初

級

ワ

ー

プ

ロ

・

襖

張

替

・

マ
イ

カ

ー

運

行

前

点

検

・
簡

単

な

土

地

測

量

（
各

コ

ー

ス
定

員

十

名

）

○

受

講

料
／

無

料

○

申

し

込

み

・

問

い

合

わ

せ

昔

○

一
七
七
上
二
八

’
五

七
二

七

○

申

し

込

み

期

間

／

十

一

月

四

日

～

十

日

（

定

員

に

な

り

次
第

締

め

切

り

）

12 月 １ 日

住 宅 需 要 実 態 調 査

調査員が、 川月24日から調査を

お願いするお宅 に伺い ます。
ご協力 をお願いします。

青森県土木部建築住宅課

お知らせ● 10

陸
奥
蓬
田
郵
便
局
長

お
知
ら
せ

新
規

…
新

た
に
申
請
す
る
人
及

び

使
用
機

械
に
変
更

の
あ

っ

た
人

継

続
・：
免
税
軽

油
使
用
者
証

の
有

効
期
限

が
平

成
六
年

十
二

月
三

十
一

日
以

降
の
人

更
新

…
免
税
軽

油
使
用
者
証

の
有

効
期
限

が
切
れ

る
人

※
そ
れ

ぞ
れ
提
出

書
類

が
違

い
ま

す

の
で

注
意
し
て

く
だ
さ

い
。

不

明
な
点
に

つ
き
ま
し
て

は
、

県

税
事
務
所
間
税

課
（
電
話
0
1

7
7
－

２
２
－
1
1
1
1

内

線
にＪ

４
０

６

）
ま

た
は
、
最
寄
り

の
農

協

に
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ
い
。

農

業

用

免

税

軽

油

の

あ
な
た
も
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
！
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こ
の
村
に
来
て

細
谷
　

慶
子
（
蓬
田

）
さ
ん

◇

ご
出
身

と
当
時
の

お
仕
事
は

青
森
市

で
育
ち
高
校
卒
業
後
は
、

市
内
の

美
容
院
で
美
容

師
を
し

て

い
ま
し

た
。

◇
二

人

の
出
会

い
は

行
き

つ
け

の
喫
茶
店
で

運
動
会

と
か
あ

っ
て
グ
ル
ー

プ
交

際
み

た

い
な
感
じ

で
知
り
合

い
ま
し

た
。

み～つけた　６８

◇

ス
ポ
ー
ツ
は

中

学
校
は

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、

高
校
で
も

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
が
好
き

で

了
不
Ｉ

ジ
ャ
ー
を
努
め
ま
し

た
。

◇

熱
中

し
て

い
る
こ
と

熱
中

と

い
う

か
何
と

い
う

か
子

育

て
に
無
我

夢
中

（
正
孝

・
慶
仁

ち
ゃ
ん
満
五
ヵ
月

は
双
子
ち
ゃ
ん
）

で
す

。

◇

楽
し

み
は

ま
だ
先

の
事
で
す

が
子

供
と
一

緒
に
キ

ャ
ン
プ
と
か
旅
行

が
し
た

い
で
す
ね
。

◇
蓬

田
村
は

私
か
育
っ

た
桜
川
も
市
内

か
ら

離
れ
て

い
た
か
ら
距
離

的
に
変
わ

り
な

い
と
思

っ
て

い
ま
し

た

が
、

高根地区の手 前左手に 稲葉幸次郎

（ 高根 ）さんが炭 焼きの釜を製作中

です。現在は青森 市に 釜を持ち生産

してい ますが老朽化し てきたために、

ここに作る もの で、来年 春に完成す

る予定です。年 間十五 キロ 人れの炭

を五百箱 ぐらい 作るそうです。

い
ざ
来

て
み
る
と
農
村
の
せ
い
か
、

距
離
以
上

に

。
田
舎

に
来
た
な
あ

・
：
″
と
感
じ
ま
し

た
。

暮
ら
し
て

み

る
と
隣
近
所

が
協

力
的
で
安
心

で
き

る
し

、
市
内
で

苦
労
し

た
冬

の
雪

か
き
も
捨
て

る
場

所

が
い
っ

ぱ
い
あ
る
し

、

ど
の
家
も
屋
敷

が

広

い
か
ら
多
少
声

を
張

り
上

げ
て

も
子

供

が
夜
泣
き
し

て
も
そ
ん

な

に
迷
惑

か
け
ま
せ

ん
か
ら
住
み

や

す

い
で
す
ね
。

◇
村

に
要
望
は

車

の
運
転

が
で
き
な

い
か
ら
か

も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
近
く

に
小

さ

く
て

い
い
か
ら
子

供

が
遊

べ
る
砂

場

や
ブ
ラ

ン
コ

の
あ
る
緑

に
囲

ま

れ
た
公
園

が
あ

れ
ば
と
思

い
ま
す
。

あ

と
、
買

い
物
し

や
す

い
ス
ー

パ

ー
と
か
本
屋

さ
ん
。

◇

最
後
に

結
婚
八
年
目

に
し
て
子

供

が
生

ま
れ
た
こ

と
で
、
新

た
に
村
民
に

な
っ
た
気
分

で
す
。
子

供
を
通
じ

て
い
ろ
ん

な
方
々
と
の

お
付

き
合

い

が
始
ま

る
と
楽
し
み

に
し

て

い

ま
す
。
ま

だ
若
い
し
家

庭
に
お

い

て
も
仕

事
（

美
容
院
を

自
宅
で
経

営
）
に

お
い
て
も
頑
張
り

ま
す

の

で
皆

さ
ん
よ

ろ
し
く
。
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時　　　日寺　　　卩寺　　　教　　　F寺　　　μ寺　　　卩寺　　　μ寺　　　卩寺　　　昌　　　tl寺　　　教　　　q 二1　　　卩寺　　　μ寺

30　　　　　 室　　30　　 －　　　　　30　　 －　　 診　　　　　 室　　 恷　　30

分　　　　　

18　　

分　　 実　　　　　 分　　jj:　　 託　　　　　18　　 昜　 々

時　　　　 公　　　　　　　 公　 分　　　　 時　　 ぶ

30　　　　 民　　　　　　　 民　 －　　　　30　　 ま

分　　　　 館　　　　　　　 館　
吉　　　　

分　 で
－　　　　　　　 －　 －

､ こ心,4
工

っ

記卜 卜ヽ 卜L

ﾃ

ﾉ

言 言 且 しｼ

う 万

万京 子

中　　中　　中　　中　　中　　民　　中　　中　　民　　民　　中　　中　　村　　中　　中
央　　央　　央　　央　　央　　　　　央　　央　　　　　　　　央　　央　　民　　央　　央
公　　公　　公　　公　　公　　生　　公　　公　　生　　生　　公　　公　　祭　　公　　公
民　　民　　民　　民　　民　　　　　民　　民　　　　　　　　民　　民　　実　　民　　民
館　　館　　館　　館　　館　　課　　館　　館　　課　　課　　館　　館　　委　　館　　館

11　行事予定／み～つけた

（

夫

・

忠

正

さ

ん

）

④



広報よもぎた

過
日

、
中

学
時
代

の
お

友
達
か
ら

「
広
報
よ
も

ぎ

た
」
を
知
り

、
見

せ
て
頂

き

ま
し

た
。
嬉
し

く
な
り
こ

れ
か
ら
先
も
村

の
様
子
を

知
り
た

い
の
で

、
村
役
場

に
毎
月
送
っ
て
頂
け

な

い

も
の
か
、
と

お
願

い
し

た

と
こ
ろ
、
来
ま
し

た
来
ま

し

た
ゴ
ッ
ソ
リ

と
村

勢
要

覧

ま
で
、
ワ
ー
／
（

マ
ナ

ス
、
な
つ
か
し

い
へ
Ｉ

え

村

は
百

才
過

ぎ
た
の
ね
。

な

に
な
に
牧
場

が
、
ス
キ

ー
場

が
エ

ツ
温
泉
ま

で
あ

る

の
、
今
度
帰
っ

た
時

は

人 口 と世 帯 数

(9 月30日現在)

総人口3,955人
男　1,896人

女　2,059人

世帯数1,054世帯

よ
も

ぎ
温

泉
も
行
っ
て
見

よ
う
…

…
等
と
楽
し

く
読
ま
せ
て

頂

い
て

居

た
ら

、
な
ん
と
「
け

っ
ぱ
る
蓬

田

人
」
原
稿

依
頼
、

と
ん
で
も
な

い
、
私
に
は
人

に
お
話
す

る
よ
う

な
経
歴
も
肩
書

も
あ
り
ま

せ
ん
。

日

々
暮
し
て
来

た
だ
け

、
こ
と
わ

ろ
う

。
で
も
原

稿
集
め
に

ご
苦
労

な
さ
っ
て
居

る
様
子

、
読
み

だ
い

け

ど
書

き
た
く

な
い
、
で

は
こ
の

コ

ー
ナ

ー

が
…
…
。

で
も

ね
Ｉ

。

悩

み
ま
し

た
。

私
の
仕
事
は
ホ
ー
ム
エ
ス
テ
（
自

宅
で
正
し

い
美
容
法

が
で
き

る
）

の
普

及
と
定
着
を
目
指
す
事
で
す
。

女
性

な
ら
誰
も

が
願
う

美
し
く
あ

扶
洋
薬
品
（
株
）
青
山
サ
ロ
ン

み

ぞ溝
　
江
　
冬
　
孑

り

た

い
き

れ
い
に
年
を
重
ね
た
い
。

き
れ

い
な
肌

が
維
持
で
き

て
、
や

さ
し

い
笑

い

ジ
ワ
の
お

ば
あ

ち
ゃ

ん

に
な

れ
た
な
ら
年
を
取

る
事
も

こ

わ
く
な

い
の
で
は
、
そ

ん
な
女

性

が
一
人
で

も
多

く
な

る
事
の
お

手
伝

い
を

さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。

こ

れ
は
私
の
一

生
の
仕
事
で
あ

り

夢
で

あ
り
生
き

が
い
と
な

る
事
で

し
ょ
う
。

父
の
最

後
の
言
葉

「
女

は

い
く
つ
に
な
っ

て
も
き

れ
い
で

居
ろ
よ
」

。
そ

の
頃

は
大
し
て
気

に
も
せ

ず
暮
し
て
来

ま
し
た

が
今

は
は
っ

き
り
と

わ
か
り
ま
す
。

こ

の
道
で
良

い
事

が
。

繁
栄
し

て
行
く
村

を
心
の
支
え

八
月

号

か
ら

編
集
後
記

を

書
け

ま
せ

ん

で

し

た
。
何

故

な
ら
三

ヵ
月

続
け

て

、
。
訂

正
し

ま

す

”
　
。
お
詫

び
し

ま
す

”
の
欄

に

化

け
て
し

ま

っ
た

の
で
す

。

十
月

の
初

め
、
下

北

に
行

く
機

会

か
お

り

、
そ

の
先

々
で

の

こ
と
「

米

が
買
え

な

い
」

、
「
米

が
な

い
」

、
「

青
森

市
ま

で

行

っ
て

買
っ

て
来

た
」
、

下

北
、
三

八

上

北

地
方

の
米

事
情

は
深

刻

だ
な
あ

、

と
実

感
し
帰

路

に
着

い
た
。
我

が
家

に
着

い
た

ら
家
内

が
「
お
父

さ

ん
米
買

ら

い
ね

、
米

ふ

ゆと
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

メモ

･･現住所／〒144東京都大田区南蒲田３－

10-13 パークレジデンス301/a03-3743-

071 3 ･･･ 生年月日／昭和25年1 月３日／

･・出身／瀬辺地／（故）小野司氏二女･･

家 族構 成／ 夫 ・修一 ・長 女 ・る み ・長 男

・聡S･・好 き なも の／ 読書･・勤 務先 扶洋 薬

品 （株 ）青 山サロ ン

屋

さ

ん
か

ら
断

わ
ら

れ
た
、
ど
う
す
る
’
」

興
奮

ぎ
み

に
言

っ
た
。

い
よ

い
よ

來

た

か

「
大

丈
夫

だ

ね
、
役

場
に

精
米

所

の
人

い

る

は
ん
で

」

と
私
。

次

の
日
、

役
場

の
精

米
所

の
人

に
話
し

た
ら

、
「
売

る
米

が
ま

っ

た
く
な

い

の
」

と

断
ら

れ

た
。

お
金

は

あ

る
の
に

買
え

な

い
（
金

は
あ

る
、

初
め

て
使
う

こ

と

ば

）
。

天
候

異
常

は
仕

方
な

い

が
、
米

確

保
は

ど
う
に

か
な

る

の
で

は

…
り
Ｉ。

村

は
今

年
皆

無
作

。

こ
ん
な

時
こ

そ
身

を
引
き
締
め
て
、
そ
し
て
無
駄
の
な

い
新

生

活
運
動
を
み
ん
な
で
推
進
し
ま
し
ょ
う

’・
。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

９月受付分

おくやみ申し上げます

倉谷トミノ（阿弥陀川　81歳）

編
　
集
　
後
　
記

さ

ん

え

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

6

2ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て
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